
 

 

 

一日一生 

校長 井上 隆 

 新年あけましておめでとうございます。清瀬第三中学校教職員を代表いたしまして、今年もどうぞよろしく

お願いいたします。約２週間の冬休みが終わり、順調に３学期が始まりました。これも、保護者、地域の方の

おかげと感謝申し上げます。 

この度の能登半島地震で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。下記にも載せさせていただきま

したが、3学期始業式では、今回の能登半島地震について話をしました。「命の尊さ」「一日一日の大切さ」に

ついて改めて考えてもらいました。また、3年生は、修学旅行で石川県の金沢市、能登半島に行きました。特

に、能登地方では、18のグループに分かれて、民家に泊まり様々な体験や温かいおもてなしを受け、3年生に

とって忘れられない思い出となったはずです。そんな縁のある思い出の土地で、震災が起き、今の自分たちに

「何ができるのか」、「何をすべきなのか」を考える機会となりました。今後、清瀬第三中学校では、生徒会、3

年生を中心に、能登半島地震で被災されている方への活動を行っていく予定です。 

さて、今回の始業式では酒井雄裁著書にもあるように、「一日一生」の意味について話す予定でした。あっと

いう間の 1年間、1 学期間、1か月間、1日、1時間、、、、で終わらせる

のでなく、一日一日を大切にすることについて左記のように述べられてい

ます。何となく過ごす毎日より、何かに挑戦する、努力する毎日が、未来

を作り、自分自身の糧となっていくことになります。これは、私自身も自

負していることです。 

 学校では、今年度の振り返りを行い、来年度に向けて計画をしていると

ころです。振り返りとしての指標は学校評価で行います。昨年末に、職

員、保護者、生徒からアンケートを実施し、現在、集計、分析しているこ

ところです。  

 以前私が勤務していた学校の校長先生が言っていた言葉で「荒れた学校に教育はない」を思い出すことがあ

ります。当時の荒れていた学校では生活指導に追われて職員も疲弊していた状況で、目指す教育を進めていく

ことが困難であることを常に話していました。清瀬第三中学校はその当時の状況とは全く違う状況ではありま

すが、平穏で落ち着いた学校であるとも言い難いところです。落ち着いた学校とは、相手を思いやり人間関係

が良好で、主体的に学び、協力して高めていく環境にあると考えると、本校の教育目標そのものです。互いに

認め合える人間関係の中で、規律ある授業で学び合い、高め合うことで「深く考える力」「学び続ける力」を身

に付け、生き抜いていく力を育成することが我々教員に求められていることです。「何をすればよいのか」、「何

ができるのか」そして「何をしなければならないのか」を職員一同で共有し一丸となり「チーム三中」という

組織体制を確立し、教育活動に進めていくことが必要です。その戦略（ミッション）を打ち立てるのが私の役

目であり使命です。2024 年、清瀬第三中学校の良さを大切にしつつ、より良い学校づくりのために戦略的に

学校づくりを進めてまいります。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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「一日一生」 

一日、一日を新鮮な気持ち、 

その日だけという気持ちで 

やっているから、 

ある日振り返ってみたら、 

膨大なものが 

積み上げられている 

【3 学期始業式校長講話】 

皆さん、明けましておめでとうございます。今年もどうぞよろしくお願いします。 

さて、皆さんはどのような冬休みを過ごしたでしょうか。今年は、4 年ぶりのコロナ明け年末年始で、多くの人

たちが自宅や故郷、観光地で家族や親せきの方と過ごしたと思います。そんな時に能登半島中心に大きな地震が起

きました。1 月 1 日 16 時 10 分頃に石川県能登地方を震源とする震度７の「能登半島地震」が発生しました。 



ｈ 
今日現在、死者１６８名、行方不明者３２３人の被害が出ています。 

震災により被災した方々には、心よりお見舞い申し上げます。 

甚大な被害で復旧作業も十分に行き届かず、冬の寒い時期を過ごしている被災者された方もいるかと思います。

私の知り合いの先生から、実家が能登半島の輪島市内で、帰省していたところ、震度７の地震で家屋が全壊し近く

の小学校の体育館で避難生活をしていることを聞きました。 

3 年生の皆さんは、9 月に石川県金沢市、能登地方に、2 泊 3 日の修学旅行がありました。2 日目に民泊した場

所は能登半島です。皆さんが宿泊した、輪島市、能登町、穴水市は、甚大な被害が出ているところです。縁あって

訪れた場所、出会った方々が今どのような生活を強いられているのか、お世話になった方々の安否も気になります。

きっと、能登地方の方も、一瞬で、尊い命や家などの全てのものを失い途方に暮れる現実を誰が予想していたこと

でしょうか。一刻も早い復興を願うばかりです。 

そんな時に、私たちに何ができるのかを考えてみるのも大切なのかもしれません。3 年生にとってこれからが受

験シーズンとなります。自分の事で精一杯の時だからこそ少し考えてみてはどうですか。そして、それは、１・2

年生も同じで、石川県にも同じ中学生、受験生がいます。当たり前の生活から家が全壊し、避難生活を余儀なくさ

れている中学生も多くいると思います。今日のような始業式を迎えられない学校も多くあるでしょう。自分たちに

は関係ない、、、私達には何もできない、、、ではなく、「今の私たちに何ができるのか」を考えてみましょう。 

さて、話は変わりますが、今年の目標は決まりましたか。 

１年生の皆さん、４月には新入生が入学してきます。いよいよ先輩ですね。いわゆる中堅学年になります。先輩

を支え、後輩に教えることができる力が必要になります。３学期はその準備期間です。 

２年生の皆さん、もうすぐで３年生になり、清瀬三中の「顔」そして「リーダー」としての生活が始まります。

３学期は最上級生になるために準備する学期として、自覚と必要な力を身に付けてください。 

そして３年生の皆さん、義務教育９年間の総まとめの学期になります。３年生の皆さんは３月 19 日に卒業式を

迎えます。それまでに全員の進路が決まることを願っています。「必ず希望校の進路決定を実現する」という強い意

志と「最後まであきらめない」という気持ちで、残された日々の学習に励んでほしいと思います。また、学級の仲

間との生活も充実させて過ごしてください。 

最後になりますが、３学期の登校日数は 53 日、3 年生は 50 日でとても短い学期です。これから日は長くなり

ますが、寒さは一段と厳しくなります。健康に気を付けてください。皆さん一人一人が、新しい年を迎え、目標の

達成に向け、挑戦の 1 年間にしてほしいと思います。明日の自分に何が起きるか分からないならば、一日一日を悔

いのない時間を過ごし、どんな困難なことでも生き抜くための力を身に付けてくれることを願っています。 

１月の予定  

９日(火) 始業式、安全指導、命の週間始 

１０日(水) 避難訓練、給食始、１年⑤総合 

１２日(金) ⑥カット、専門委・中央委 

１５日(月) 生徒会朝礼 

１７日(水) １年⑤総合 

１８日(木) 午後：１年スキー教室事前検診 

１９日(金) 新入生保護者説明会、英検 

２０日(土) 9:00～11:30 新入生制服採寸 

２４日(水) １年⑤総合 

２５日(木) １年スキー教室始 ～２７日(土) 

       ２・３年特別時間割 

２６日(金) ３年都立推薦、給食試食会 

２７日(土) ３年都立推薦 

２９日(月) １年スキー教室振替休日、命の週間終 

＊１８日の事前検診は、日程が変更になりました。 

 当日、１年生はジャージ登校です。 

表 彰 おめでとうございます 

３年生の社会科の夏休みの課題として、

「税の標語」「税の作文」に応募した結

果、４名が入選いたしました。 

昨年１２月１５日(金)に市役所で表彰式

が行われました。 

＜標語の部＞ 

・清瀬市長賞…津田 美優奈さん 

・東村山法人会会長賞 

      …矢田 陸真さん 

＜作文の部＞ 

・清瀬市租税教育推進協議会 会長賞 

      …鎌倉 里帆さん 

・東京納税貯蓄組合総連合会 会長賞 

      …清水 恵未さん 


